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20.74mm−2.93g
３９／１０４５

20.69mm−3.08g
３８／１０４５

一
九
　
宝
泉
南
廠
・
来

面
文
は
同
書
、
背
穿
上

に
「
来
」
字
を
置
く
。

千
字
文
全
体
の
中
で
も

「
来
」
字
は
製
作
良
好

で
美
銭
が
多
い
。
背
満

文
が
大
き
く
見
え
る
。

一
八
　
宝
泉
南
廠
・
列

面
文
は
同
書
で
コ
頭
重

点
通
で
あ
る
。
背
穿
上

に
「
列
」
字
を
置
く
。

清
朝
銭
を
磨
く
と
、
こ

の
よ
う
に
光
る
の
で
磨

か
な
い
方
が
良
い
。

二
〇
　
宝
泉
南
廠
・
往

通
辵チ

ャ
クの

最
終
画
が
反
っ

て
湾
曲
し
て
い
る
。
背

穿
上
に
「
往
」
字
を
置

く
が
、
稍
小
字
で
あ
る
。

南
廠
の
中
で
は
二
番
目

に
少
な
い
。

二
一
　
宝
泉
南
廠
・
往

小
型
細
縁
の
背
穿
上
に

「
往
」
字
を
置
く
。
小

さ
い
が
製
作
良
好
で
民

鋳
銭
に
は
見
え
な
い
。

塙
氏
は
宣
統
手
と
呼
び
、

制
銭
と
さ
れ
て
い
る
。

20.71mm−3.78g
２９／１０４５

18.62mm−2.47g

21.16mm−3.22g
３０／１０４５

一
五
　
宝
泉
南
廠
・
宇

面
文
は
尓
寳
・
コ
頭
重

点
通
・
ハ
貝
足
で
あ
る
。

背
穿
上
に
「
宇
」
字
を

置
く
。
辵チ

ャ
ク
の
最
終
画
が

斜
め
下
に
降
り
る
。
製

作
は
良
い
。

　
光
緒
通
寳
・
千
字
文
　
宝
泉
局
四
廠
の
簡
易
分
類
・
そ
の
三
　
南
廠

　

南
廠
は
面
文
が
尓
寳
・
コ
頭
重
点
通
・
ハ
貝
足
に
な
っ
て
い
る
。
コ
頭
通
な
の
で
簡
単

に
分
類
で
き
る
。
各
廠
の
最
後
に
掲
載
し
て
い
る
細
縁
小
型
の
千
字
文
銭
を
故
・
塙
史
郎

氏
は
当
初
私
鋳
銭
と
解
説
、
次
の
清
朝
銭
基
本
分
類
資
料
集
で
は
、
光
緒
三
一
年
鋳
銭
の

六
分
銭
（
二・二
八
グ
ラ
ム
）
と
解
説
し
、
宣
統
通
寳
に
書
体
が
似
て
い
る
事
か
ら
宣
統

手
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
存
の
も
の
は
も
う
少
し
軽
い
。
四
廠
に
存
在
し
て
い
る
が
、
現

存
数
は
少
な
く
、
全
体
像
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

一
六
　
宝
泉
南
廠
・
宙

面
文
は
同
書
、
背
穿
上

に
「
宙
」
字
を
置
く
。

面
背
共
に
反
郭
に
な

る
。
光
字
と
通
字
の
間

に
、大
き
な
切
跡
が
残
っ

て
い
る
。

一
七
　
宝
泉
南
廠
・
日

面
文
は
同
書
で
、
濶
縁

気
味
で
あ
る
。
背
穿
上

に
「
日
」
字
を
置
く
。

銭
文
は
面
背
共
に
小
字

で
あ
る
。「
日
」
字
が
一

番
変
化
に
富
ん
で
い
る
。

20.56mm−2.86g
２３／１０４５

20.82mm−3.07g
１８／１０４５
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20.60mm−3.34g
４６／１０４５

21.46mm−3.12g
４３／１０４５

二
六
　
宝
泉
北
廠
・
来

背
出
頭
寳
で
、
背
穿
上
に

「
来
」
字
を
置
く
。
面
寳

字
貝
画
の
二
引
き
が
横
の

縦
画
に
接
す
る
。
不
接
貝

と
よ
ば
れ
普
通
は
切
貝
の

方
が
多
い
。

二
五
　
宝
泉
北
廠
・
列

や
は
り
背
出
頭
寳
な
の
で

鑑
別
は
簡
単
で
あ
る
。
背

穿
上
に
「
列
」
字
を
置
く
。

二
〇
ミ
リ
を
超
え
る
の
に

小
さ
く
見
え
る
が
、
規
定

重
量
。

二
七
　
宝
泉
北
廠
・
往

背
出
頭
寳
で
背
穿
上
に

「
往
」
字
を
置
く
。
こ
れ

も
前
掲
と
同
じ
く
寳
字
貝

画
は
不
切
貝
。
寳
字
に
は

切
貝
と
不
切
貝
の
二
種
類

が
存
在
す
る
。

二
八
　
宝
泉
北
廠・
日

背
出
頭
寳
で
、
穿
上
に

「
日
」
字
を
置
く
。
特
に

小
型
軽
量
で
制
銭
と
は
思

え
ず
、
民
鋳
銭
と
推
測
す

る
異
質
の
も
の
で
あ
る
。

製
作
は
良
い
。

20.64mm−3.42g
８４／１０４５

16.60mm−1.51g

21.47mm−3.06g
２９／１０４５

二
二
　
宝
泉
北
廠
・
宇

満
文
寳
字
が
出
頭
し
て
い

る
。
背
穿
上
に
「
宇
」
字

を
置
く
。
面
寳
字
・
貝
画

の
二
引
き
右
側
が
縦
画
か

ら
離
れ
る
。
切
貝
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　
光
緒
通
寳
・
千
字
文
　
宝
泉
局
四
廠
の
簡
易
分
類
・
そ
の
四
　
北
廠

　

宝
泉
局
・
北
廠
は
尓
寳
・
マ
頭
重
点
通
・
寳
ハ
貝
足
・
背
出
頭
寳
で
あ
る
。
北
廠
は
背
出

頭
寳
な
の
で
簡
単
に
鑑
別
で
き
る
。
通
字
・
辵チ

ャ
ク
の
最
終
画
が
斜
め
右
下
に
降
り
る
。
北
廠

は
宝
泉
局
・
一
、〇
四
五
枚
中
、
二
六
三
枚
（
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
清
朝
銭
の

背
出
頭
寳
は
不
思
議
と
、
収
集
家
に
好
か
れ
て
い
る
。
読
者
諸
兄
に
収
集
機
会
が
あ
る
か

不
明
だ
が
、
読
み
物
と
し
て
、
見
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
嬉
し
い
。
最
終
的
に
、
細
縁
小

型
の
軽
量
銭
は
先
師
に
従
い
制
銭
と
す
る
が
、
判
断
は
難
し
い
。

二
三
　
宝
泉
北
廠
・
宙

背
満
文
が
出
頭
寳
に
な
る
。

背
線
上
に「
宙
」
字
を
置
く
。

真
鍮
質
の
色
が
良
く
出
て

い
る
。
清
朝
銭
は
磨
く
と
余

計
に
光
り
、
品
格
が
落
ち
る

の
で
磨
か
な
い
で
欲
し
い
。

二
四
　
宝
泉
北
廠
・
日

背
出
頭
寳
で
あ
る
。
背
穿

上
に
「
日
」
字
を
置
く
。

銭
文
が
小
字
で
「
日
」
字

も
細
く
小
さ
い
。
北
廠
は

大
体
、
三
グ
ラ
ム
を
超
え

る
も
の
が
多
い
。

20.83mm−3.25g
２０／１０４５

20.67mm−3.11g
４１／１０４５


